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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第６期
第２四半期
連結累計期間

第７期
第２四半期
連結累計期間

第６期
第２四半期
連結会計期間

第７期
第２四半期
連結会計期間

第６期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 13,579,37017,888,6236,902,619 8,722,54533,622,596

経常利益（千円） 84,2281,029,724173,852 696,5011,394,716

四半期純利益又は四半期（当期）

純損失（△）（千円）
△818,232 915,371△655,559 603,809△2,366,571

純資産額（千円） － － 10,423,8369,935,9308,906,203

総資産額（千円） － － 37,815,64141,049,09742,483,566

１株当たり純資産額（円） － － 160.77 153.25 137.37

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（△）（円）

△12.62 14.12 △10.11 9.31 △36.50

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 27.6 24.2 21.0

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,479,830△1,350,484 － － △3,830,805

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△376,059△210,596 － － △535,310

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,261,075696,855 － － 4,451,018

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,915,5843,731,0744,595,300

従業員数（人） － － 690 684 681

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。　

３．第６期第２四半期連結累計期間、第６期第２四半期連結会計期間及び第６期の潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であり、また、潜在株式が存在しない

ため記載しておりません。第７期第２四半期連結累計期間及び第７期第２四半期連結会計期間の潜在株式調

整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 684 　

　（注）　従業員数は、就業人員で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 15 　

　（注）１．従業員数は、就業人員で記載しております。

２．従業員は、連結子会社の㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱からの出向者であります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

    (1）生産実績

当第２四半期連結会計期間の生産実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

橋梁（千円） 8,207,449 32.1

建築他（千円） 703,143 13.6

合計（千円） 8,910,592 30.4

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

当第２四半期連結会計期間の受注状況を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別

受注高 受注残高
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期
比（％）

当第２四半期連結会計期
間末
（平成21年９月30日）

前年同四半期
比（％）

橋梁（千円） 6,334,517△29.3 30,880,295△27.0

建築他（千円） 529,556 △24.9 1,010,240△39.4

合計（千円） 6,864,073△29.0 31,890,535△27.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(3）販売実績

当第２四半期連結会計期間の販売実績を製品別に示すと、次のとおりであります。

製品別
当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

前年同四半期比（％）

橋梁（千円） 8,012,609 33.9

建築他（千円） 709,936 △22.9

合計（千円） 8,722,545 26.4

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

　※　橋梁とは、新設橋梁の設計・製作・現場施工、既設橋梁の維持・補修・補強、橋梁周辺鋼構造物、複合構造物の設計・

製作・現場施工、プレストレストコンクリート橋梁、ＦＲＰ構造物、その他土木事業であります。

　建築他とは、大空間・超高層建築物、鉄塔、煙突、工場建物、その他鋼構造物の製作・現場施工、既設構造物の耐震・免

震工事、その他の事業であります。

 

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 　
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、輸出や生産の一部に回復の兆しが見られましたが、全体として

企業収益、雇用情勢は、依然として厳しい状況で推移いたしました。

　当社グループの主力事業である橋梁事業につきましては、政府の経済対策の一環から国土交通省の物件を中心に

当第２四半期の発注量は順調でありましたが、上半期全体としては低調に推移するなど受注環境は依然厳しい状態

が続いております。

　このような環境下、当社グループは、グループの有する製作・架設力などの総合エンジニアリング力を最大限活か

し、受注、売上、利益の安定確保の施策を推進しているところであります。

　当第２四半期連結会計期間の売上高につきましては、一部大型工事の進捗遅れがあったものの、工場生産、現場工

事ともに順調に推移したことと併せて、工事進行基準の全面適用効果により87億22百万円（前年同四半期比26.4

％増）となりました。

　受注高につきましては、総合評価制度の浸透により技術評価へのウエイトが高まってはきたものの、その価格は低

水準で推移しているなど、厳しい受注競争が続くなか、採算性重視の営業活動を行った結果68億64百万円（同

29.0％減）となりました。

　また、損益につきましては、売上高の増加に加え、生産の効率化、全社挙げての経費削減など経営全般にわたるコス

ト削減の効果および設計変更による契約増額から営業利益は７億38百万円（前年同四半期は61百万円の利益）、経

常利益は６億96百万円（同１億73百万円の利益）、四半期純利益は６億３百万円（同６億55百万円の損失）となり

ました。

　当業界を取り巻く環境は、大型補正予算の一部執行停止と来年度予算概算要求の大幅削減など先行き不透明なも

のとなっており、依然として厳しい状況であります。

　当社グループといたしましては、このような厳しい事業環境のなか、原価縮減策および設計変更など工事採算の更

なる改善を図ってまいります。
　
(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第１四半期連結会計期間

末と比較して１億76百万円増加し、37億31百万円となりました。これは営業活動により38億75百万円の資金減少

（前年同四半期比17.4％増）、投資活動により１億21百万円の資金減少（同60.4％減）、財務活動により41億73百

万円の資金増加（同28.4％増）となったためであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　主な資金の増加要因は、税金等調整前四半期純利益６億16百万円、未成工事支出金等の減少４億95百万円であり、

主な資金の減少要因は、売上債権の増加25億20百万円、未成工事受入金の減少12億98百万円、仕入債務の減少８億54

百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　主な資金の減少要因は、本社移転等に伴う敷金及び保証金の差入による支出65百万円、有形固定資産の取得による

支出46百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　主な資金の増加要因は、短期借入金の増加43億円であり、主な資金の減少要因は、長期借入金の返済による支出１

億25百万円であります。　
 
(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。
 
(4）研究開発活動

　当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、５百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありま

せん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 276,778,000

計 276,778,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 69,194,543 69,194,543
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株　

計 69,194,543 69,194,543 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月30日

（注）
－ 69,194 － 3,000,000△10,159,7832,597,947

（注）　会社法第448条第１項の規定に基づき、資本準備金を減少し、その他資本剰余金へ振替えたものであります。
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行　　　　

　　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内二丁目７番１号　　　　

　　　
3,271 4.73

宮地取引先持株会
東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
2,772 4.01

明治安田生命保険相互会社　　　　　　

　　　　　　　　　　　　
東京都千代田区丸の内二丁目１番１号 2,771 4.01

株式会社八十二銀行　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
長野県長野市中御所岡田178番地８　　　　　　　 2,180 3.15

株式会社宮地鐵工所　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
2,060 2.98

シービーエヌワイ　デイエフエイ　インベ
ストトラストカンパニー　ジヤパン ス
モールカンパニーシリーズ
(常任代理人シティバンク銀行株式会社)

　　　　

1299 OCEAN AVENUE,11F,SANTA MONICA,CA
90401 USA
（東京都品川区東品川二丁目３番14号）

1,892 2.73

新日本製鐵株式会社　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内二丁目６番１号　　　　

　　　
1,578 2.28

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　　　　

　　　　　　　　　　　　　

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号　　　　

　　　
1,280 1.85

宮地エンジニアリンググループ従

業員持株会
東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号 1,243 1.80

宮地建設工業株式会社　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

東京都中央区日本橋大伝馬町７番５号　　　　

　　　
1,200 1.73

計 － 20,250 29.27

　（注）１．㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱は、会社法施行規則第67条第１項の規定により議決権を有しておりませ 

　ん。

        ２．宮地取引先持株会、㈱宮地鐵工所、宮地エンジニアリンググループ従業員持株会および宮地建設工業㈱は、平

成21年10月26日付で東京都中央区日本橋富沢町９番19号に移転しております。　
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

 

1,090,000
－ －

（相互保有株式）

普通株式

 

3,269,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 64,492,000 64,492 －

単元未満株式 普通株式 343,543 － －

発行済株式総数 69,194,543－ －

総株主の議決権 － 64,492 －

（注）　「完全議決権株式（その他）」欄には証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数が２個含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

宮地エンジニアリンググ

ループ㈱

東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
1,090,000 ― 1,090,000 1.58

㈱宮地鐵工所
東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
2,060,000 ― 2,060,000 2.98

宮地建設工業㈱
東京都中央区日本橋

大伝馬町７番５号
1,200,000 ― 1,200,000 1.73

エム・ケイ・エンジ㈱
東京都中央区日本橋

小伝馬町17番16号
9,000 ― 9,000 0.01

計 － 4,359,000 ― 4,359,000 6.30

（注）　宮地エンジニアリンググループ㈱、㈱宮地鐵工所および宮地建設工業㈱は、平成21年10月26日付で東京都中央区

日本橋富沢町９番19号に移転しております。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 79 87 110 109 106 94

最低（円） 61 69 77 77 91 79

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から

平成21年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成20年７月１日から平

成20年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半

期連結財務諸表については東陽監査法人、公認会計士早野勝義氏及び公認会計士藤本欣哉氏による四半期レビューを

受け、また、当第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期連結累計

期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については東陽監査法人及び公認

会計士大嶽義輝氏による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 3,777,690 4,635,803

受取手形・完成工事未収入金 16,093,359 15,495,115

未成工事支出金 ※3
 2,035,859 3,449,154

その他 652,296 604,713

貸倒引当金 △30,140 △24,881

流動資産合計 22,529,065 24,159,906

固定資産

有形固定資産

土地 ※2
 11,994,727

※2
 11,994,727

その他（純額） ※1, ※2
 3,123,992

※1, ※2
 3,176,624

有形固定資産計 15,118,719 15,171,351

無形固定資産 145,309 131,717

投資その他の資産

投資有価証券 ※2
 2,938,208

※2
 2,746,166

その他 417,344 367,073

貸倒引当金 △99,550 △92,650

投資その他の資産計 3,256,003 3,020,590

固定資産合計 18,520,032 18,323,659

資産合計 41,049,097 42,483,566

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 7,441,592 9,181,437

短期借入金 ※2
 9,456,470

※2
 8,498,954

未払法人税等 47,781 50,869

未成工事受入金 2,829,261 4,024,855

工事損失引当金 ※3
 258,400 476,500

違約損失引当金 1,095,112 1,071,498

その他の引当金 244,518 250,612

その他 713,800 756,372

流動負債合計 22,086,937 24,311,100

固定負債

長期借入金 ※2
 2,787,000

※2
 3,045,000

再評価に係る繰延税金負債 3,971,210 3,971,210

退職給付引当金 1,995,715 2,062,799

その他の引当金 84,613 71,349

その他 187,690 115,904

固定負債合計 9,026,229 9,266,262

負債合計 31,113,166 33,577,362
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000,000 3,000,000

資本剰余金 4,148,270 4,148,473

利益剰余金 △1,826,057 △2,741,429

自己株式 ※2
 △942,981

※2
 △943,272

株主資本合計 4,379,231 3,463,770

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 262,137 147,870

土地再評価差額金 5,294,562 5,294,562

評価・換算差額等合計 5,556,699 5,442,432

純資産合計 9,935,930 8,906,203

負債純資産合計 41,049,097 42,483,566
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

完成工事高 13,579,370 17,888,623

完成工事原価 12,835,294 15,861,640

完成工事総利益 744,075 2,026,982

販売費及び一般管理費 ※
 922,420

※
 946,036

営業利益又は営業損失（△） △178,345 1,080,946

営業外収益

受取利息 5,152 2,096

受取配当金 44,136 32,662

スクラップ売却益 － 16,711

負ののれん償却額 215,804 －

その他 88,653 28,728

営業外収益合計 353,746 80,198

営業外費用

支払利息 71,451 97,364

シンジケートローン手数料 － 32,532

その他 19,721 1,523

営業外費用合計 91,172 131,420

経常利益 84,228 1,029,724

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,900 801

完成工事補償引当金戻入額 － 2,000

固定資産売却益 1,948 98

特別利益合計 3,848 2,899

特別損失

違約損失引当金繰入額 － 23,614

投資有価証券評価損 730,520 －

事業構造改善費用 － 37,973

その他 6,866 30,759

特別損失合計 737,387 92,347

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△649,310 940,276

法人税、住民税及び事業税 20,645 20,604

法人税等調整額 148,276 4,299

法人税等合計 168,922 24,904

四半期純利益又は四半期純損失（△） △818,232 915,371
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

完成工事高 6,902,619 8,722,545

完成工事原価 6,384,886 7,522,549

完成工事総利益 517,732 1,199,996

販売費及び一般管理費 ※
 455,757

※
 461,078

営業利益 61,974 738,917

営業外収益

受取利息 3,123 1,124

受取配当金 3,678 3,546

負ののれん償却額 107,902 －

スクラップ売却益 34,481 9,698

その他 13,052 15,550

営業外収益合計 162,239 29,920

営業外費用

支払利息 34,135 43,438

シンジケートローン手数料 － 32,532

創立100周年関連費用 15,189 －

その他 1,036 △3,634

営業外費用合計 50,360 72,336

経常利益 173,852 696,501

特別利益

貸倒引当金戻入額 600 13

固定資産売却益 1,948 98

特別利益合計 2,548 111

特別損失

投資有価証券評価損 724,902 －

事業構造改善費用 － 37,973

その他 4,997 41,661

特別損失合計 729,899 79,634

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△553,498 616,977

法人税、住民税及び事業税 5,040 6,388

法人税等調整額 97,020 6,780

法人税等合計 102,061 13,168

四半期純利益又は四半期純損失（△） △655,559 603,809
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△649,310 940,276

減価償却費 195,982 193,600

負ののれん償却額 △215,804 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △674 12,159

工事損失引当金の増減額（△は減少） △371,240 △218,100

受取利息及び受取配当金 △49,288 △34,758

支払利息 71,451 97,364

為替差損益（△は益） 221 0

持分法による投資損益（△は益） △528 △1,321

投資有価証券評価損益（△は益） 730,520 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,346,869 △598,243

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 458,361 1,409,052

仕入債務の増減額（△は減少） △2,529,032 △1,739,844

未成工事受入金の増減額（△は減少） △967,184 △1,195,593

その他 △454,819 △122,090

小計 △1,434,475 △1,257,499

利息及び配当金の受取額 49,288 34,758

利息の支払額 △73,802 △102,804

法人税等の支払額 △20,841 △24,937

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,479,830 △1,350,484

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △157,711 △139,201

投資有価証券の取得による支出 △222,349 －

貸付けによる支出 △3,980 △4,250

貸付金の回収による収入 6,590 6,099

敷金及び保証金の差入による支出 － △66,462

その他 1,392 △6,782

投資活動によるキャッシュ・フロー △376,059 △210,596

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,450,000 950,000

長期借入金の返済による支出 △186,482 △250,484

配当金の支払額 △172 △95

その他 △2,270 △2,565

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,261,075 696,855

現金及び現金同等物に係る換算差額 △221 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △595,035 △864,225

現金及び現金同等物の期首残高 4,492,076 4,595,300

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 18,542 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,915,584

※
 3,731,074
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 (1）連結の範囲の変更

　熊谷建設興業㈱は前連結会計年度に清算結了したため、連結の範囲から除

外しております。

 (2）変更後の連結子会社の数

６社

２．会計処理基準に関する事項の変更 　　完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、長期大型工事（主な基

準、工期１年以上、契約金額１億円以上、進捗率30％以上）については工事

進行基準を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27

日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指

針第18号　平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１

四半期連結会計期間に着手した工事契約から、当第２四半期連結会計期間

末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事につい

ては工事完成基準を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の完成工事高は1,121,415千円増

加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、それぞれ

110,864千円増加しております。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結損益計算書）

１．前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「負ののれん償却額」（当第２四半期連結累計期間は

1,395千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することと

しました。

２．前第２四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「スクラップ売却

益」は、営業外収益の総額の100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしました。

なお、前第２四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「スクラップ売却益」は64,783千円であり

ます。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期連結累計期間まで区分掲記しておりました「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「負ののれん償

却額」（当第２四半期連結累計期間の金額は△1,395千円）は、重要性が乏しくなったため、当第２四半期連結累計期

間より「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示することとしました。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

（四半期連結貸借対照表）

　前第２四半期連結会計期間において、流動負債の「その他の引当金」に含めて表示しておりました「違約損失引当

金」は、負債及び純資産の100分の１を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしました。な

お、前第２四半期連結会計期間末の流動負債の「その他の引当金」に含まれる「違約損失引当金」は319,364千円で

あります。

　

（四半期連結損益計算書）　

　前第２四半期連結会計期間まで区分掲記しておりました「負ののれん償却額」（当第２四半期連結会計期間は697

千円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、営業外収益の「その他」に含めて表示することとしまし

た。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１．固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算定する方法によっております。

２．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

３．法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目

を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,824,295千円で

あります。　

※１　有形固定資産の減価償却累計額は、12,646,228千円で

あります。

※２　担保に供している資産並びに担保付債務は次のとお　

りであります。

担保資産   

建物・構築物 402,560千円

機械・運搬具 3,784千円

土地 11,719,747千円

投資有価証券 2,773,804千円

自己株式（連結子会社が保有する親会

社株式）
393,333千円

合計 15,293,230千円

上記に対する債務   

短期借入金 7,850,000千円

長期借入金（１年以内に返済する長期

借入金を含む）
3,287,000千円

（注）１．投資有価証券の一部に平成21年10月６日に質権

登録されたものを含めております。　

２．上記のほか、連結上消去された連結子会社株式

3,955,121千円を担保に供しております。

※２　担保に供している資産並びに担保付債務は次のとお　

りであります。

担保資産   

建物・構築物 362,500千円

機械・運搬具 2,288千円

土地 11,719,747千円

投資有価証券 2,581,737千円

自己株式（連結子会社が保有する親会

社株式）
393,333千円

合計 15,059,607千円

上記に対する債務   

短期借入金 5,880,760千円

長期借入金（１年以内に返済する長期

借入金を含む）
3,529,000千円

　

※３　損失が見込まれる工事契約に係る未成工事支出金と

工事損失引当金は、相殺せずに両建てで表示しており

ます。

　　　損失の発生が見込まれる工事契約に係る未成工事支出

金のうち、工事損失引当金に対応する額は148,271千円

であります。

──────―――

　

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料諸手当及び賞与 395,328千円

旅費交通費 57,401千円

退職給付費用 39,566千円

給料諸手当及び賞与 389,531千円

旅費交通費 49,713千円

退職給付費用 33,187千円

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給料諸手当及び賞与 195,029千円

旅費交通費 28,225千円

退職給付費用 19,885千円

給料諸手当及び賞与 191,157千円

旅費交通費 24,334千円

退職給付費用 16,510千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金預金勘定 3,956,084千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△40,500千円

現金及び現金同等物 3,915,584千円

 

現金預金勘定 3,777,690千円

預入期間が３か月を超える定期預

金
△46,615千円

現金及び現金同等物 3,731,074千円

 

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平

成21年９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 69,194千株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 4,360千株

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　鋼構造物事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

 

　

【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

　　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自平成20年７月１日　至平成20年９月30日）及び当第２四半期連結会計期間

（自平成21年７月１日　至平成21年９月30日）並びに前第２四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間（自平成21年４月１日　至平成21年９月30日）

　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成21年９月30日）

前連結会計年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 153.25円 １株当たり純資産額 137.37円

 

２．１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 12.62円 １株当たり四半期純利益金額 14.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △818,232 915,371

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△818,232 915,371

期中平均株式数（千株） 64,838 64,833

 

前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 10.11円 １株当たり四半期純利益金額 9.31円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益又は四半期純損失（△）（千円） △655,559 603,809

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失

（△）（千円）
△655,559 603,809

期中平均株式数（千株） 64,836 64,833

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

宮地エンジニアリンググループ株式会社(E01461)

四半期報告書

20/23



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成20年11月６日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中
 

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 赤井　則夫　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 木曽　安一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

 

公認会計士早野勝義事務所
   公認会計士 早野　勝義　　印
 

藤本公認会計士事務所
   公認会計士 藤本　欣哉　　印
 

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリンググ

ループ株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成20年７月

１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成20年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。
 

　追記情報

　会計処理基準に関する事項の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間より「棚卸資

産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。

　会計処理基準に関する事項の変更に記載されているとおり、会社及び連結子会社は第１四半期連結会計期間より「リース

取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号　最終改正平成19年３月30日）及び「リース取引に関する会計基準の適用

指針」（企業会計基準適用指針第16号　最終改正平成19年３月30日）を適用して四半期連結財務諸表を作成している。
 
　会社と当監査法人又は業務執行社員並びに早野勝義及び藤本欣哉との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害

関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

宮地エンジニアリンググループ株式会社

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 奥田　基樹　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 澁江　英樹　　印

大嶽公認会計士事務所
   公認会計士 大嶽　義輝　　印

　私たちは、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている宮地エンジニアリンググ

ループ株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書に

ついて四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、私たちの責任は独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　私たちは、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。四半

期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　私たちが実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、宮地エンジニアリンググループ株式会社及び連結子会社の平成21年９月30日

現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半

期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認め

られなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員及び大嶽義輝との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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